
鈴木です。本日は当社の2024年3月期第3四半期決算説明会にご参加いただきありがと
うございます。





こちらが3Q決算のポイントとなります。なお、2023年8月1日にステアリング事業のジョイント
ベンチャーがスタートしておりますので、開示の内容は前年度実績も含めてそれを反映したも
のとなっております。

3Q決算では、産業機械事業は引き続き中国経済の停滞の影響が続いており底ばいの状
態が続きました。その一方で自動車事業はグローバルの自動車の生産台数が前年度に比
べて増加し、堅調に推移しました。それらを受けまして3Q累計（4月～12月）の売上高
は5,881億円、営業利益は193億円、率で3.3％となり、3Qの3カ月（10月～12月）
実績では売上高2,014億円、営業利益82億円、率で4.1％となりました。

なお、今年度の通期業績予想につきましては10月31日に公表しました計画から修正して
いません。年間の配当金につきましても12月に15円の中間配当を実施させていただいてお
り、それを含めまして年間30円の配当は計画を変更しておりません。



4ページは実績のサマリーになります。数表の左の塊がこの3カ月の実績で、表の右側が9カ
月の累計数字となっています。

3カ月の数字は先ほどご説明したとおり売上高2,014億円、営業利益82億円ということで
、対前年同期で増収減益でしたが、2Qから3Qでの比較になりますと、自動車事業の増収
によって増収増益の決算となりました。

9カ月累計では、売上高5,881億円、営業利益193億円となりました。売上高につきまし
ては、為替の円安の影響、売価の値上げの影響を含めて増収となりましたが、為替や値上
げの影響を除くと実質物量の減少影響が大きく減益となっております。利益の増減につきま
しては次のページでご説明いたします。



こちらのページの一番左側の299億円が前年度9カ月の営業利益の数字で、右端の193
億円が当期9カ月の営業利益です。

その増減の内訳を示していますが、左から3本目のバーがインフレによるコスト上昇や賃金上
昇の影響であり、これが100億円程度利益を圧迫する方向に影響しました。一方で、チャ
ートの中に売価転嫁という項目がありますが、これは前年度と当年度の比較で125億円あ
りましたので、インフレによるコストの上昇を当期間ではカバーできているということになります。

しかしながら、左から2つ目のバーである物量/MIXが約190億円の減益要因となっています
。この影響が大きく、為替も円安に推移しましたが、遺憾ながら営業利益は前年同期に比
べて106億円の減益となりました。

特にこの物量/MIXについては、物量減少の影響が約100億円の減益要因となっており、
残りが構成差となりますが、それが80億円から90億円の間と見ています。この構成差の内
容は一つが産業機械事業と自動車事業の売上高の構成差によるものです。当社は産業
機械事業の方が限界利益率が高いため、当期は産業機械事業の物量の減少の影響を
大きく受けました。

加えて、産業機械事業の中においても、工作機械向けや半導体製造装置向けが減少し
ていて、そうすると当社の高収益品である精密軸受や精機製品が減少しますのでその影響
が出ています。



次に事業別に見ていきます。6ページ目は産業機械事業です。

3Qの9か月累計の売上高は2,550億円、利益が57億円となり、前年度との比較では大
きく減収減益となっています。ページの下部にコメントを記載していますが、この9カ月、3カ月
のそれぞれの期間において工作機械や半導体製造装置向けなどで在庫調整の影響も含
めて市況は低迷しており、物量が減少したことが大きく影響しました。加えて、一番下にE&E
とありますが、これはモーター向けの小型の玉軸受の分野です。ここでは中国の不動産市況
の低迷の影響があり、家電向けを中心として低調に推移している状況です。

ページの右上に四半期ごとの業績の推移をグラフで示していて、右端の3本が当期の実績に
なりますが、売上高は横ばいであり、2Qから3Qにかけては若干減少したこともあり、利益水
準も少し下がったということが改めてご確認いただけるかと思います。



続きまして、自動車事業になります。

9カ月累計の売上高は3,071億円、利益が132億円ということで、前年同期に比べ増収
増益となっています。グローバルの自動車生産台数は、IHSによるとこの9カ月の累計で
6,800万台程度であり前年から比べて10％増えている状況です。この影響もあり、当社自
動車事業の収益は改善傾向であり、ページの右上に四半期ごとの業績の推移を示してい
ますが、売上高・利益共に右肩上がりになっていることがご確認いただけるかと思います。

特にこの3Q3カ月においては、欧州や米州において値上げの遡及効果も含めて、利益率は
7％を達成しています。





続いて9ページは業績予想についてです。

先ほどご説明しましたとおり、10月31日に公表いたしました通期予想は変更していません。
通期予想は売上高8,000億円、営業利益300億円、率で3.8％です。表に進捗率を記
載していますが、3Q実績は当社内の計画に対してほぼ計画どおりの進捗となっています。ま
た、産業機械事業については4Qで大きな回復はしないということは当然想定していますが、
一方で自動車事業は堅調に推移するだろうということ、さらには為替が円安傾向で推移し
ていることも鑑み、業績予想は据え置いて営業利益300億円にこだわった運営をしてまいり
ます。



10ページ目はセグメント別の数字を記載しています。

今お話ししたような内容をコメントに書いていますが、産業機械事業の需要回復遅れのリス
クを認識した上で、通期予想の達成および中期の達成に向けて取り組みをきちっと仕上げ
ていきます。

産業機械におきましては、欧州、米州の会社は一般的に12月決算であるため、特にアフタ
ーマーケット向けを中心に3Qは少し需要が落ちるという状況が毎年続いていますので、欧州
、米州のお客様にとって新しい年度である彼らにとっての1Q、当社にとっては4Qになりますが
、ここはアフターマーケット向けを中心に3Qから4Qで欧米の需要が増えると見込んでいます。
アフターマーケット向けは高収益ですので、その需要を確実に取り込んでいきます。さらに、
CMS案件もこの4Qでは少し積み上がっています。また、欧州の構造改革には着手をしてお
り、これもきっちりと推進していきます。その効果が目に見えて出てくるのは来期以降となりま
すが、その対応をしてまいります。

一方、自動車事業につきましては、グローバルの生産台数が8,900万台レベルで着地する
と見込んでいて、対前年では8％程度の増加ということになります。その物量への対応という
ことに加えて、売価転嫁については賃金上昇分を計画どおりに全て取り込めているという進
捗状況ではありませんが、諦めずに最後まで交渉をやり抜いていきたいと考えています。さらに
、EV案件の新規立ち上げもありますのでそこはきちっと対応していきます。



最後になりますが、11ページ目にFY23進捗のサマリーと中期の重点課題についてまとめて
います。

産業機械は引き続き厳しい状況が続くと見ておりますが、欧州の構造改革には着手してい
ますので、これを仕上げていきます。自動車は、物量についてはある程度の確実性が見えて
きました。先週来の品質の問題に関する報道や能登半島地震の影響による半導体不足
の影響というものが全て織り込めているかということはありますが、当社の目標に掲げてる数字
についてこだわっていきます。加えて売価転嫁も仕上げていきたいと考えております。

中期の課題と進捗ですが、産業機械についてはやはり高収益ゾーンの拡大としてアフターマ
ーケットと精密軸受および精機製品の拡大を進めていきます。アフターマーケットは米州・欧
州といった必ずしも当社の地位がまだ高くないところでの対応をしていきます。北米については
最大手の代理店の一つと新しいプログラムを始めており、そこでの拡販や北米における産業
機械軸受の生産ラインの立ち上げも進めていきます。ヨーロッパでは東欧諸国も含めてまだ
まだやっていかなければならないゾーンがありますので、そこにリソースを投入し拡販を進めてい
きます。また、精密の製品軸で見ますと、加工の高度化が進捗していますので、そこには当
社の技術力、技術提案をもって拡販を推進します。これらの取り組みによって市場の成長を
超える拡販を行っていくことで収益の拡大を図っていきます。

自動車は、BEV、ハイブリッド、プラグインハイブリッドを含めた電動車向けの売上高を拡大し
ていきます。中期のターゲット案件については対応ができており、それを超えるような受注がで
きていると考えていますので、それら電動車向けの売上を拡大することによって収益力を上げ
ていくということになります。NSK全体としてポートフォリオを変革し、単なる成長ではなく収益
を伴った成長を残り3年間の中期経営計画の期間で仕上げていきたいと考えております。ご
説明は以上となります。ありがとうございました。
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